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令和８年３月

国土交通省中部地方整備局
静岡河川事務所

第17回 駿河海岸保全検討委員会

～漂砂管理計画（案）の検討～



１.検討概要（検討目的） 1
•

•

•

出典：第11回大井川流砂系総合土砂管理計画検討委員会 資料



１.検討概要（検討方針） 2
•
•

H30漂砂管理計画の点検



参考．漂砂管理計画（案） （H30更新） 3
※「第9回駿河海岸保全検討委員会」資料に加筆
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浜幅80m確保（現在～2035.3） 5.4 1.5 3.6 0.8 11.3

維持養浜（2035.3～2045.3） 3.8 0.5 2.4 0.8 7.5

維持養浜（2045.3～2145.3） 3.4 0.0 1.6 0.6 5.6

将来予測結果より得られた養浜量※

※養浜材（粒径の比率）は投入実績を踏まえて設定した。

粒径区分ごとの養浜量（現在～2035.3）

大井川流砂系総合土砂管理計画にお
いて、サンドバイパス及び養浜11.3万
m3/年の分割投入と規定



•

•

•

•

参考．大井川流砂系総合土砂管理計画（【第一版】概要） 4

大井川流砂系総合土砂管理計画【第一版】 概要版出典：大井川流砂系総合土砂管理計画【第一版】 パンフレット



２.第１５回検討委員会でのご意見と対応 5



２.第１５回検討委員会でのご意見と対応（No.1について）
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２.第１５回検討委員会でのご意見と対応（No.2について） 7
•
•

•



２.第１５回検討委員会でのご意見と対応（No.3について） 8
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２.第１５回検討委員会でのご意見と対応（No.3について） 9
•

デカルト座標(x, y)を考え，高さZを解くy
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３.地形変化モニタリング結果（長期的な汀線変化） 10
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2003(H15)年度【2002(H14)年台風14号において越波被害が発生】

2022(R4)年度【現況】

※1997年台風20号，1998年台風10号，2000年台風3号，
2001年台風11号においても越波被害発生

1964(S39)年大井川工区、川尻工区直轄化
1967(S42)年住吉工区直轄化
1973(S48)年焼津工区、榛原工区直轄化
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３.地形変化モニタリング結果（長期的な汀線変化） 11
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３.地形変化モニタリング結果（長期的な汀線変化 S40基準） 12
• 長期的な汀線変化より、大井川左岸は侵食域の拡大が東へ進行していることが分かる。
• 大井川右岸の住吉工区では、近年侵食が解消されている。
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３.地形変化モニタリング結果（長期的な汀線位置 S40以降） 13



３.地形変化モニタリング結果（長期的な汀線変化 S40基準） 14



３.地形変化モニタリング結果（浜幅80ｍ達成状況の推移） 15



３.地形変化モニタリング結果（長期的な土量変化） 16
•
•



３.地形変化モニタリング結果（長期的な土量変化） 17



３.地形変化モニタリング結果（長期的な土量変化） 18



•
•

３.地形変化モニタリング結果（長期的な土量変化） 19第１５回で頂いたご意見No.4



４.再現計算（今年度モデルの概要） 20
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４.再現計算（計算条件） 21



４.再現計算（計算条件） 22



４.再現計算（計算条件） 23



４.再現計算（計算条件） 24



４.再現計算（計算条件） 25



４.再現計算（計算条件） 26
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４.再現計算（計算条件） 27
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４.再現計算（計算条件） 28
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４.再現計算（汀線変化量） 29
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４.再現計算（汀線変化量） 30



４.再現計算（汀線変化量） 31



４.再現計算（汀線変化量） 32



５.モデルの妥当性評価 33

実測 計算



６.今後の予定
•

•

34

H30漂砂管理計画の点検


